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3. ナスミス焦点

　カセグレン焦点などの焦点の直前
に斜鏡を置き、光軸を高度軸や赤緯
軸と一致させて像を結ばせるもので、
装置の姿勢が変化しないので重さや
サイズの大きい装置も据え付けるこ
とができます。
　すばる望遠鏡には2つのナスミス
焦点があり、それぞれに高分散分光
器 (HIDES)と、OH夜光除去分光器
(OHS) が据え付けられています。

5. その他の焦点

　カセグレン焦点などをもとに複数の斜鏡で光をみちびき、焦
点の位置が望遠鏡の姿勢に全くよらないようにしたクーデ焦点
や、主焦点の直後に凹面の副鏡を置き、主鏡の中心部に開けた
穴を通して像を結ばせるグレゴリー焦点をはじめ、さまざまな
変形があります。

　反射望遠鏡にはさまざまな焦点があります。それぞれの特
徴について、すばる望遠鏡の例も取りあげながら紹介します。

1. 主焦点

　主鏡 (回転放物面) に垂直に入射し
た平行光線が像を結ぶところで、視
野を広くとれるのが特徴です。
　すばる望遠鏡にはすばる主焦点カ
メラ (Suprime-Cam) という広視野カ
メラを取り付けることができます。
大口径の望遠鏡で主焦点に装置を取
り付けることができるのは珍しく、
すばる望遠鏡の特徴となっています。
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2. カセグレン焦点

　主焦点の直前に副鏡 (回転双曲面)
を置いて、主鏡の中心部に開けた穴
を通して像を結ばせるもので、比較
的複雑な装置でも取り付けることが
できます。
　すばる望遠鏡では、近赤外線分光
撮像装置 (IRCS)、コロナグラフ撮像
装置 (CIAO)、中間赤外線分光撮像装
置 (COMICS)、微光天体分光撮像装
置 (FOCAS)などが取り付けられます。

4. ニュートン焦点

　主焦点の変形です。主焦点の直前
に斜鏡を置き、鏡筒の横に像を結ぶ
ようにしたもので、構造が単純で安
く作れるのでアマチュア向けの望遠
鏡によく使われます。一方で、副鏡
がやや大きくなるほか、鏡筒の先端
付近に非対称な形で装置を取り付け
ることになるので、バランスが崩れ
やすいという欠点も持っています。
　岡山天体物理観測所の1.88m望遠
鏡にはこの焦点部に機器を取り付け
ることができますが、すばる望遠鏡
にはその機能はありません。




